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昭和49年度目野市国民健康保険特男IJ会計予算

昭和49年度目野市の国民健康保険特別会計の予算は、次K定めるところによる。

(歳入歳出予算)

第 1 条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 69 1. 2 9 7千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、 [第 1表歳入歳

出予算Jv(よるo

(一時借入金)

第 2 条 地方自治法第 235条の 3第 2項の規定による一時借入金の最高額は

2 0，0 0 0千円と定める。

(歳出予算の流用)

第 5 条 地方自治法第 220条第 2項ただし書の規定Kより、歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める.

(1 ) 保険給付費の各項K計上された予算額κ過不足を生じた場合Kおける

款内でのこれらの経費の各項の問の流用。

昭和 4少年 5月 12日提出

日野市長 森田 喜美男
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歳 入

款

1. 閤民健康保険税

2. 国 庫 支 出金

3. 都支出金

4. 繰 入 金

5. 繰越 金

6. 諸 収 入

歳

歳出

款

1.総 務 費

2. 保険給付費

トーー--

3. 保険施設費

4. 公 債 費

5. 諸支出金

6. 予 備 費

トーーー

歳

会再 1 表 歳 入歳出予算

‘"... ...1 

入

ー

出

項

1 国民健康保険税

1. 国庫負担金

2. 国庫補 助金

1.都補 助金

1.繰入金

1.繰越金

項

総務管理費

2. 徴 税 費

療養諸 費

2 高額療 養費

3. 助 産 費

4. 葬 祭 費

5. 育児手当金

保健〆施設費

公 債 費

償還金及て滑付金

予 備 費

合 計

ーもー

金 一-F寸
173，140 千円

金

1 7 3，1 4 0 

3 52，9 38 

ス078

3 8，52 1 

38，521 

11 5，6 1 7 

11 5，6 1 7 

2，000 

2，000 

コ2，003

201 

1，50 0 

302 

6 9.1. 2 9 7 

額

46，082 千円

38，641 

7，44 1 

6 3 9， 6 9 4 
『

622，977 

4，21 7 

1 0，0 0 0 

1，50 0 

1，00 0 

3，467 

3，467 
ーーl

54 

54 

1，00 0 

1，00 0 

1.000 

1，00 0 

691， 297 

昭柏 49年度

国民健康保険特別 会 計

予 算に関する説明書

-7-
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1.総括

歳入

外 「コ一一-~--T一両三日=í一一註通王立二王]
1. 国民健康保険税 I 1 7 3， 1 4 0刊 1 15ス971刊 I 1 ~ 1 6 9千円 1

2 長-o-~- 可 iτア 27M32- 7一一一 8M84  -

5 都 支 出金 I 3 8， 5 2 1 I 2 0， 7 2 9 I 
4 繰 入 金主I 1 1 5， 6 1 7 I 3 6. 8 7 3 I 7 8. 7 4 4 I 

5.~ ~ ~+_ 2・ o 0 ~-1-ユ-1-L i 
6. 諸 収 入 ¥ . I 2. 0 0 3 I 4. 4 1 4 ! ム 2.41 1 I 

1 歳入合計 ; 691297 「 ! ! 

歳出

説;
本年度

予算額

前年度

予算額

2.7 9 2 

54 ¥ 54 

/l I 5 諸 す出 会 I 1， 0 0 0 I 1， 0 0 0 

-11-



694円

24，000人

1 6.322 

予算計上額

4 8年度精算分

(款国庫支出金 )

336，61 4 

885，828 

40 
1 00 

①×②X95% 

率付交② 

乎円

(款国庫支出金 )
za 

'1， 1 37 

1人

1人当b設置基準額

保健婦数

① 

② 

国庫支出金2. 氏、
d

、.，
p

、
、、
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(項) 1. 都補助金

(款 都 支 出 金 )
(款) 4. 繰入金

(款繰 入金)

-1 6-- -17-



(款) 6. 諸収入
(款繰越金)

(項) 1. 延滞金及び過料
一 一 一一一一一ー-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

説 明

i 千円

1.延 I * 延滞金及び加算金を計上 200 

言十

1.預金利子

| 計

(款 諸収 入)

(款) 収 入

(款諸収入)

-18- -19-



3. 歳出
(款) 1. 総 務 費

(項) 1. 総務管理費

i 目 i本年度 l向

ト一一十一一!| 千円

1一般管理費 i 3ス079 I 26.975 
平内

1 0.1 04 

弘z号士」ι三工主孟詞;=函司剖司両函副副副示4司司計l!(tJ:噌\一二二二二二:J:\;::::.;f土rごご-~三ごごご~--十十~----一一一一一一一一一-一一一一-一一-一-
千円

2司826
内平円。 千円| 千円。7.253

! I I I 

用

1 2.役 務

千円 l 千円

1 5.524 I食 国保事業一般事務に要する諸経費を計上

0給料 15.524 

一 般 職 1 1人

14.027 

1.553 

210 

料 5.006 

5 

0職員手当等

o共済資

職員共済組合負担金他

。賃金

臨時職員雇用賃金

0旅費

普通旅費

特別旅費

o焚療費

保険者交際費

0需 用 資

消耗品質

食粧I 資

印刷製本

修給料

。役務費

通信運搬費

郵 便料

。委託料

診療報酬請求明細書

処理委託料

0使用料及び賃借料

自動車借上料

。備品購入費

庁用備品

14，027 

1，553 

1 3.委 託

21 0 

165 

1 21 

44 

50 

302 

1 1 6 

55 

1 21 
， 1 

1 0 

144 

5，006 

5 

70 

I ! 'i' r1虫負担金補助 I 231 0負担金;、補助及び交付金

及び交付金I I 一地区都市

I I 国保協議会負担金 3 

I I 東京都市国保協議会負担金 5 

一一一一-L一一一一__L一一一一一 一一一ーし一一一一 一一!一一一

i 多摩支部事務研究会負担金 1 5 

(款総務費 )

-20-

1 4.使用料及び

賃借 料

23 

-21 --



(項) 1. 総務管理費

2961 62 

虫旅 費 168 168 

155 

1 3 

35 

5 

30 

5 

1 5 

13 

(款総務費 )

'
 

hv 

，.r
，. 
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(款) 1.総 務 費

(項) 2. 徴税費
γ 

自 |本年度

1.徴 税 費 |ι250

2.納税奨励費 I1.1 9 i 

l F-J一二E2541

(款) 2. 保険給付費

(項) 1.療養諸費

目 本年度

千円

1.療養給付費 1618，1 25 

本年度の財源内訳

|前年度|比較| 特 定 財
源その他 j一般財源

71T金

地方債

千円 千円 千円

162 I 4.81 0 。 1.440 

I 1 3.委 託料I 4，677 。委託料 4;677 

留保税賦課計算事務委託料

7晶子J品工一副一一-.2-O-;-'] ο備品購入費 20 

庁用備品

1虫負担金、補助 I 1.1 91 I 0負担金、補助及び焚付金 1. 1 9 1 

及び交付金 I I 納税組合補助金

48年度取扱額 29.775xA古 | 

一一一一」 ←二土二二三三 -i二一一フニ一一一二二一=-1

本年度

i _j一一!

-24一

ベ

1虫負担金、補助

及び交付金

(款総務費 )

説 明

平内

61 8.1 25 I食療養給付費保険者負担分を計上

0負担金、補助及び交付金 61 8.1 25 

年間医療費見込額 883.035 

給付割合 __，_.7_ i II'U I J 1:1 ~ ..... 1 0 

i 保険ヂ担分 6 1 8.1 25 一一
(款保険給付費)

-25-



(項 )

明

千円

2.794 

説

内

2.7 94 0負担金、補助及び交付金

療養費保険者負担分

額

担 金、補

び 焚 付

I 1虫負

及

2.794 
2.058 

較

平阿

792 

比前年度本年度

3主2.療

日一つ石r 0 r一一つ

れ2.977-~i4川

2.058 

節 I ! 
『一一一一一一一ーし一一一一一一一一一一一一一一一一一 !

I ̂ ..... i 神 明 |

一一一一一一 ~ .. .J竺 e 竺 L 一一一一一一一一一一一一一一 ー | 
I : 干内 | 千円

「 11担負 担!金、有n助I 11，217 I 0負担金、キm助及び交付金 4.21 7 

| 及び交 付 金I I 高額依強火

(忍;保険給付費 )

保険給付設 )

o i 1 1 5，6 1 7 11 5ス380

一一T一一一一-一一--，
ーム一一一一一ー I一一一一一一一

2. 

2. 

区

円

1. iDi ~的

内源

mH
賢

一

付

-

給

産
険

-

保

助

一

zd 

2. (政 )

(演 )

本年度

明

千円

税

a『

内

目

保険給付費)(款

-27ー
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(款 ) 2 保険給付則

(項) 5. 育児手当金

目 本年度 前年度

平内 | 千円

1育児手当金 I1， 0 0 0 I 1， 0 8 2 

1 二五二土:五百二τ5E7
(款 ) 3. 保健施設資

(項 ) 1. 保健施設n

(款保険給付費)

82 

(款保険給付費)

一 一
手f'l 千円

681 758 2，682 2.給 1.824 会保健婦放置K要する諸経費を計上

0給 料 1， 824 

医療職 1人

0職員手当等 1.41 6 

o共済費 183 

職員共済

'" 費! 。旅 費 1 5 
主主涌古学善

， -1γ.貝担露、棉 .fYJ! 乙| υ;民組盤、千周回広ひ父π鑓 2 

27 I 33.' 6 6 ， 。

no 
nJι 

円

γ
つ乙 (款保健施設費)



(項 ) 1. 保健施設費

f一一一一一一一一一一一一一一一一一一一寸一一一一ー一一

本年度 |前年度 説 明

平内 | 千円
千円 千円

5 。役務費

通信運搬費

5 

_-
__" _" 

=======-一司l

(歌 ) 4.公債費
(款 保健施設費 )

区

節
一

分
説 明

子円

額

一

J

/一

金

一

/
一

円
J
J
1JLJ

S
一

分

一

刺

引
一一

一

一

一

金

劃
一
二

一

一

遊

び
一
二

一区
一
立一一
一

二

十
一

一

一

一

一

一

一

一

一

源

一
附l

川
lJ
リ

一

M
句

nu

門
U

釈

般

・

叩

-叩

内

l
J
1
71川
l
l
1
1
1
h

」
u品

τ'

M
叫

爪

V

0

0

財

F
比

一一

の

-t
附

一
、J
一

ヲ
I

n

u

-
nυ

由

民
-財

扮

一
一

日仁

L
定

一
一

，a

T
l
lι
I
I』
1
11

1
1

1
'
t
1
11
11
1
占

へ
唱h

品

ι'

-

-

本
.特

出

。

一
。
一

圃
同

十町人

一

一

一
一

間

一
一

一

般

一
判

。

。

τ
r止

-

皮

下

町

一
引
一

金

金

伸

一

川

付

JU

一

出

滝

I
l
l
i
-
-
パ
l
i
l
i
-
-

じ

・こ

れ

0

0

支

鍛

嶋

一

川

川

迎

ォ

一

償

i

↓J
引
」

5

1

一

利

付

一

)

)

日

一

金

波

一に

欽

羽

-

一

遊

び
-
f
I

一

(

(

ト

li--r岬円以
ーー
一

(款公債費)

説 明

千円

{ぷ() 6 守~ ir'1I~ ~ 
(項 ) 1. 予備

0償還金、利子及び割引料 1.000 

伝墜ite強盗組盗f立

(致諸支出金 )

ム(ーで-l"-l 区

節

一
分

一一一一 一一一寸

瓶
脱 明

千円

計 一 | 川 0じ.000
一一 一一一一
(款 予 備 費 )

-30一 -31ー



給 費 明与 系田 書

|子つ
「ー・・ 一一

職員数 給 与 費

合計
特別職 一般職 報酬 給 料 職員手当等 言十

総 務
人 人 千円 千円 平内 平内 千円 千円

1.総務費
1.管理襲

? 11 135 15，680 1 4，686 30，501 1.568 32.069 

保健 保健 。 1，483 3.323 184 3.507 
2施設費 2・施設費

。 1，840 

メロ;，.. 官十 9 1 2 135 1ス520 1 6，1 69 33，824 1，752 35.576 

. 
一一

前 年 度 9 1 1 135 1 2，297 1 1，262 235E 24，777 

ドー 一回ー一一

比 較 。 。5.223 4，907 1 0，2 1 0.80.2 

平内
24平1内扶 養 手 当 498 時間 外勤 務手 当

籾 ~ 手 さ円 1，458 期末期~ :勉 手当 1 1，927 

職員手当等の崎尺 管 理 職 手当 939 住 fil} 手 =主レ:i 396 

特殊勤務 手当 318 

通 動 手 当 392 

一- 一一

-32ー

昭和 49年 度

都市計画事業特別会計予算書
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昭和49年度日野市都市計商事業特別会計予算

昭和49年度目野市の都市計画事業特別会計の予算は、次Vて定めるところ Kよるロ

(歳入歳出予算)

第 1 条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ 388，4 4 6千円と定める。

2 歳入歳出予算の欽項の区分及び当該区分ご との金額は. r第 1表歳入歳

出ニ平，算Jv亡よる。

(歳出予算の流用

第 2 余 地方自治法m 2 2 0条鈎 2mただしJfきの規定Kより、歳出予慌の各項

の金額を流用することができる場合は次のとおりと定めるo

(1 ) 各項K計上した給料、職員手当及び共済費(賃金κ係る共済政を除く )

K係る予算額に過不足を生じた場合Vておける同一款内での、 これらの経

費の各項の間の流用。

附持Dt1少年 5月 12同従出

同野市町 吉田 l~男

R
U
 

弓
V



第 1 表 歳入歳出予算

歳入

款 項 金 額

繰 入 金 7 6.7 1 1 千円

一. 繰 入 金 7 6. 7 1 1 

2 国庫支出金
._. 

国庫負担金

3. 繰 越 金 8 3，6 0 1 
回一

繰 越 金 83，6 0 1 

4 諸 収 入 2 2 8， 1 3 3 
ト，

諸' 収 入 2 2 8.1 3 3 
ーー

歳 入 ぷロ~ 言十 388，446 
ー-

歳 出

一
款 項 金 額

都市計 画 費 3 7 4，9 5 7 千円

区画整理管理費 4 5，9 5 1 
一

2. 神明上区画政担費 28ス998

3. 四ツ令下区画整理費 4 1， 0 0 8 

2.予 備 費 13，489 

予 備 費 1 3，4 8 9 

歳 出 ムロ 言十 3 88，4 4 6 

Jo
 

zd
 

昭和 49年度

都市計画事業特別会計

算に関する説明書

-37-
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4 年

歳入歳出予算事項別明細書

イ
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1 .総括

歳入

款

1.繰入

2. 国庫支出金

3. 繰越金

4. 諸収

歳出

本年度
款

予算額

本年度予算額 前年度予算額

7 6， 7 1 1千円

2日二三:ド不可可 ~ 

-41-

比 較

ム 57;306千円

ム 7ス669



2. 歳入
(款) 1.繰入金

(項) 1.繰入金

千円 千円 平内 千円 七i~~ I~: 7 6， 7 1 1 --'! 1 3 4， 0 ~; I b.5 7， 3 0 6 惜急修画整 川口 内

I I r神山画整理 | “711 

76，71 1i 1 34，01 7iム5Nof-一一一 一 一 一 一 一 一一一一一

(款) 2. 国庫支出金

(項) 1. 国庫負担金

3. 繰 越金

1.繰

-42-

説

す一般会計繰入金を計上
o区画整理管理費繰入金

o神明上区画整理事業繰入金

明

-43ー

千円

1 0，000 

66.7 11 

(款繰入金)

千円

( 款 国庫支出金 )

(款繰越金)



(款) 4. 諸 収入

(項) 1. 諸収入

2.預

目 本年度 前年度 比 較 .一
区

千円 予円 千円

留地処介 金 224，985 4ス206 1 7ス779
1 予処4申

" 

一 一一卜一
金 矛リ 子 250 1，21 0 ζご』 960 

一一
2. 

一一
3. 

ー一一一一一一一一一ー
入 2β98 4 2，894 

， 

!228， 1 ~J179.7百
ト一一一ー

2. 

言十
ー_..

(ぷ~ ，j;J収入 )

説 明

干門

イ

タ
す保留地処分金を計上

。神明上区画整理予納金及び処分金
上区画整理
納 金 及 び
介金

224，985 

50 

1 00 
1 00 

一一 一一一一-.- 会預金利子を計上

o区画整理管理費預金刺子

。神明上区画整理預金刺子

50 

1 00 

3.雑

I A ~ ~ I I I 0四ツ谷下区画整理預金刺子
四地下区画整理 I 1 00 I ! 
預金利子 i

b 雑入を計上

o区画整理管理資雑入

平山台換地清算によ る徴収金 1，350 

1547 

2，897 

-:-44- -45 



3. 歳出
(款) 1. 都市計画費

(項) 1. 区画整理管理費

1.一般管理費

千円

33，162 I 2 

日三
本年度の財源内訳 節

特定財源←一 説 明
λ 区 分 金 額

国都支出金 地方債 その他 一般財源
再

千門 千円 千円 千円 千円 i 千円 平内 千円

0，134 1 3，028 。 。1 0‘000 23，162 2.給 料 1 5，893 * 区画整理一般管理事務K要する経費を計上

。給 料 15，893 

一般職 1 2人
一 一

3.職員手当等 14，980 0職員手当等 1 4，980 
ー.-.

L 4.共 済 費 1.589 。共済費 1，589 

一一
職員共済組合負担金他

L ス賃 金 。賃 金

， I ，. 科 目存置
トー

9.旅 費 63 0旅 費 63 

翫通旅費 43 

‘ 特別旅費 20 
1 

i1D.支 際 費 o交際費 120 

区画整理事業に伴う交際費
一一一一
1 1.需用 費 439 。需用費 439 

消耗品費 223 

消耗文具 182

消耗器材 33 

被服費 8 ， 

光熱水費 18 

水揚ポンプ電気料

t 燃 料費 1 01 

‘ ガソリン代他

食糧費 4 
a 

会議賄費

、
♂' 印刷製本費 28 

青写真焼付他

修繕料 65 

、 自動車修繕
一
1 2.役 務 費 60 。役務質 60 

通信運搬費

郵便料

1 3.委 託料 「一一一γ
0委 託 料

科目存置
一一一一一一一一一一一一一' 

本年度 | 前

-46- 7
J
 

A
H『

(款都市計画費)



(項) 1. 区画整理管理費

-48-

(款都市計画費 )

野山 、.

節

区 分|金額
説 明

千円 i 千円

2.給 料 2，31 7 I 食材明上区画整理に要する経費を計上

仁翌二主三一当等 1 2，363 

4.共済費I 231 

ス賃 金 315 

虫旅 費 1 6 

一一斗ー

。給 料 2，317 

一般職 2人

。職員手当等
o共済費

職員共済組合負担金他

o賃金

人夫賃

0旅費

普通旅費

-49-

2，363 

231 

31 5 

1 6 

(款都市計画費)



(項) 2. 神明上区画整理費

本年度の財源内訳 節

本年度 前年度 特 定 財 源
ヤーーー

目 比較
一般財源 区 分

閣議支包金 地方債 その他

千円 千円 平内 千円 千円 千円 平内

九 1 1.需 用 費

内

1ト

量 L 

、
1 2.役 務 費

トー

， 1 3.委 託 料

一 一 一
1 4.使用料及び・賃借 料

1 6.原 材 料 費

1 8.備品購入 費

1虫負担金、 補助及び

交 付 金
一一2.一審一一議一会一一費一一一← 。 一一 一 1.報576 576 。 。576 。 b ベ 酬

λ h 

1 1.需 用 費

-ーーιーーー一ー・一ー一一ーー
t、 も .

~50ー

金 額

千円

276 

30 

200 

一一ー
500 

一一
369 

一
5 

ーー
20，000 

546 

30 

説

0需用費

消耗品費 198 

消耗文具費 182

消耗器材費 1 4 

被服費 2 

食糧費 4 

会議賄費

印刷製本資 64 

青写真焼付他

修繕料 1 0 

測量器具修繕

o役務費

通信運搬費

郵便料

0委託 料

保留地緑道草刈委託料

0使用料及び賃借料

自動車借上料 1 0 

機械借上料 30 

土地借上料 460 

。原材料費

敷砂利他

0備品購入費

測量及び設計用備品

0負担金、補助及び交付金

水道管布設負担金

女神明上区画整理審議会委員及びi

経費を計上

o報 ~<< 
審議会委員報酬 450 

評価員報酬 96 

o需用費

食糧費

会議賄費

(款

-51-

明

千円

276 

30 

200 

500 

369 

5 

0，000 

要する

546 

30 

画費)



(項) 2 神明上区画整理費

目

本年度の財 源 内訳 I i 

長「 特定 M ~ I一一一I . . ~ 五)jfflT .:t (1)石1ー 版用源

平lq 平内千円平内

3.事 業費 I2 6 0，8 0 0 I 2 7 1， 2 2 1 1ム 10，4 2 1 
)L 

外
o 13引51 31 2 2 1， 2 8 6 

ーム川
一

l
 

i

寸一一
-
LM一

i
 

(款 ) 1.都市 計画費

(項 ) 3. 四ツ谷下区画整理費

「 本年度の財源内訳

較「ー←一存一定一反一議一一一「一一一一一

百長函下克服 |そら>{fu-1~財源
千円。千向。 千円

1 0，008 
千円。

. 
5 

-52ー

節

説 明
区 分 金額

千円 千円

1 3.~ 言h 43，000 I 安 神明上区画整砲事業K要する経費を計上

0委託料 43，000 

村J明上区画整理事業業務委託料

1 5.工 -司

1・tt
 

O工事訪負m

道路ネ柿l市Bイ修彦工3窃β 

。補償、補填及び賠償金

市 物 砂 転 172，200 

1，000 1，000 

2 2.制償、補~t及び賠償金 I 2 1 6，800 2 1 6，800 

立木工作物 33，600 

立 屯 荒 地 1，000 

土地凱失 500 

担 設 物 6，500 

| 水道 本 管移転 3，000 

|///f!一一一一一一一一一一一一 一一一 | 

(歎 都市計画費 )

節

ー- 一一一 一 首見 明
区 分 金 傾

一 一一
予1'1 千円

2.給 料 3，287 カ 四ン谷下区画整理K要する経費を計上

。給 料 3，287 

一般職 3人... --
3.職員 手当 等 3，1 91 。職員手当等 3，1 91 

一一一一
4.共済 資 328 0共済費 328 

職員共済組合負担金他
.一

ス賃 金 o賃 金

科目存置

8.報 償 費 1，000 。報償資 1，000 

壬日コじ ;メI弘E、内 口Iコ口

。旅 費虫旅 費 1 6 1 6 

普通旅費

1 1.需 用 費 1，550 。需用費 1.550 

消耗品費 1 74 

(款 都市計画費 )

zJ 
只
〉



(項) 3. 四ツ谷下区画整理費

一両ーら一面下-hI-下一一-r一一一一一「一一一一一五一一一一

比較|ーヰ主主7示弓一一 区 分 金 額
説 明目 本年度 前年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円

十

円

千円 千円

2.5 

消耗文具費 1 1 0 

消耗器材費 61 

被服費 5 

燃料費 130 

ガソリン他

食糧費 606 

会権利議者賄接費
6 

600 
印待刷用製賄本費資 61 0 

区画整理

完成記念誌 600 

清算金納

付通知書 1 0 

修繕料 30 

自動車修繕料

o役務費

通信運搬費

郵便料

0委託料

竣功式典設営業務委託料

25 

600 600 

2.事業 費 I31，000 。
0使用料及び賃ー借料 1 0 

自動車借上料

1.000 I 女 四ヅ谷下区画整理事業化要する経費を計上

。工事請負費 1.000 

公共施設引継ぎK伴 う補修

2 2補償、補横及哨償金 I3札口 00I 0補償、補填及び賠償金 5札口 00 I 
潰地補償金 i 

一一一一一一一:二二二二二[二二男一一二互二二二二二-一一一二工]_ .- ~~ r ~__~ 

-一一一一 し----------I 一一一一一 | 
.;l. ~ 

-54ー

(款都市計画費)

F
D
 

「
「
JV



平山台区画整理費

l I 喰

h
曳

r

i
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節
T一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一

区 分 金 額
説 明

千円 千円

。廃 目
， 

___------
-i一一一一一i

1 0廃目 1 

I 0廃 百一一 一一-----1
亡二二二二二ニーーニ一一一一一7

(款都市計画費)

説 明

千円

*予備費を計上 1 3，489 

区画整理管理費 1，397 

神明上区画整理費 5，00υ 

四ツ谷下区画整理費 ス092

一一一一一一一一L------_--I一一一一一二二二二二二三コ + 

(款 予備 費 )

-57-



管理職手当 1.1 1 2 

通勤手当 609 

時間外勤務手当 480 

-58-

住居手当 612 

児童手当

特殊勤務手当

。
24 

昭和 49年 度

下水道事業特別会計予算書

-59-



J・

昭和 49年度目野市下水道事業特別会雪十予算

昭和 49年度目野市の下水道事業特別会計の予算は、次κ定めるととろによるo

(歳入歳出予算)

第~ 1 表 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ 5引68 1千円と定める。

2 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、 「第 1表歳入歳

出予算Jvてよる

昭和 49年 5月 12日提出

日野市長 森 田 喜美男

-61-



筏 1 表 歳入歳出 予

歳 入

款 項 金 額

1 使用料及び手僻ト

1 使 用 料 1 3，8 2 8 昭和 4 9 年 度
2 手 数 料 1 6 

トー "・制圃

2. 繰 45.223 

入 金 45.223 
一一一一 ー

3. 繰 500 

金 500 

下 水道事業特別会計一
4. 諸 収 入 L 1 1 4 ぜ

‘ 
1. rl 1 令利子 4 0 予 算 関す る 説 明

入 7 4 s 

歳 入 ぷロ』 ~H b虫68 1 

歳 出

一 一 一

一 門

U
-
4
1

n
U

一口。

円

L

一
A
U

h

，
 

一

円

γ

-62一
ー-63一



4 

.. ‘ 
l£入歳出 項別明細書

'. .. 

-65-



総

歳 入

』汝 本年度予算額阿 I M年度予算額 比 較

千円 千円

1. 佑斤j料及び手数料 1 3， 8 4 4 I 1 3， 4 7 7 367 

2. 総 入 金 45，223 2 8， 7 6 5 1 6，4 5 8 

3. *'~ 越 金 500 500 。
4 収 人 114 127 ζ込 1 3 

歳入合計 59，681 4 2. 8 6 9 1 6. 8 1 2 

歳出

本年度 前年度
款

予算額 予算額
国番目支出金 地方債 1 その他 一般財源

千円 千円 千円 千円 平内 千円 千円

下水道賢 50，429 31.939 1 8.4 9 0 i 。 。36，1 71 1 4，258 

2. 公償資 呪052 1 0，830 ム 1，778 。 。 呪052 。
3. 予備費 200 100 100 。 。 。 200 

歳出合計 59.681 42.869 1 6.81 2 。 。45.223 1 4，4 5 8 

-67-



2. 歳 入
(款 ) 使用料及び手数料

(項 ) 使 用 料

目 本年度

前年度 己ドこ4千 平内

用 料 1 3，828 1 3.456 

1 下水道使用料~

ヨー__j1 3，828 1 3:4561 3721一一一一一一 /// 
(款 )

(項 ) 2. 手

説 明

十 千円

台下水道使用料を計上
0下水道使用曲、 1 3，828 

ー・-ー_-ー・ーー・-・ー--酬F司-ーー・守'司，司・ー・ー・ー-

(款 使用料及び手数料 )

高

説 明

千円

カ 排水設備司l諸手数料を言十

1 6 

一一一一一一一一一一一一一 一 一一

(款 使用料及び手数料 )

前年度 説 明

平内 平内

28，765 1.一般会計繰入金 女 一般会計よ b繰入金を計上

(款 ) 3.繰越金

(項 ) 1. 繰越金

(款繰入金)

1繰

本年度 前年度 上じ

千円
トー」

子円

越 金 500 500 

言十 500 500 

説 明

一 一 一
千円

台前年度繰越金を計上

0繰越金 500 

一

(款繰越 金)

。。
ノ

O -6少一



(款 ) 4 諸収 入

(項 ) 1. 預金利子

「ーー‘

自 本年度 前年度」 比 較

平内 千円 千円

1.預金利子 40 40 。
. 

ー

宮十 40 40 。
( ;.決 ) 4. g者収入

(項 ) 2 雑

4年度 前年度 比 較

一一一一一
平内 千円 千円

1雑 入 74 87 ム 13 

言十 74 87 ム 13 

-70-

節

区 分 金 額

平内

1預金 利子 40 

.--------------
節

区 分 金

説

女預金利子を計上

。預金利子

説

会道路復旧安を計上

o道路復旧費

ー一

明

明

--71ー

ー一

千円

40 

(款諸 収入)

干円

74 

(款諸収入 )



節

日

水道関係の職れの伶

11十よ

o給

千円

事務に裂する純白をカ
f内

フ.区

授

受

出
下水

下 水

財

源

その他
ト一一一- ~一一一一一一一

平内I 平内

30，91 0 I 0 

訳内

む点一般

本 年 度 の

較| 特 定財

国都支出金|地方債

?l f 

道

道

源

五歳
(款 ) 1. 

(;項 ) 1. 

比

千円

11，299 

前年度

平内

1引61 1 

本年度

平内

30，910 道
山
以

水

務

1.下

総

1 0，390 

7人

1 0，459 

1，039 

in.金他

24 

1 54 

74 

72 

2 

543 

204 

168 

5 

8 

60 

1 00 

五邑旅f(.

0需用資

消耗品費

消耗文具費

消耗詑材~

燃料 貸

ノjンリン代

食粧t ~~ 

会議賄賢

印刷j製本賢

写真現像代

光熱水資

水道料

修繕料

自動車修理 50 

司教所便所修盟 50

0役務費

通信運搬費

電話料

郵便料

作業服洗濯代

90 

1 0，459 

1，039 

10， 

11. 

2J叫

期

共

4u
-
A
 

所

8報

呪旅

21 

183 

o h1 24 

務s:

543 

154 

費1 1.需用

1 2.役

80 

下水道費 )(款

-7 ，~、一 ‘- / L_-



(瓜)

一聞の 財甑内 ~I
節

f:l 本年度 前年度|比 較 | 特 定 M aht 4l 一般財源
説 明

国都支 地方債 その他 区 分

f何| 千円| 空l下問ト
千円

ス973 。委託料 ス973
3.518 

150 

2 1 

4.284 

。使用料及び貸借料

自動車借上料

1 5._[ {f~ ，n'J :D.貨| o 工事~.t?負資 259 

処理場周回環境監備

1 8. 'Ili，'j 品購入促 o術品購入質 67 

1 1 臼 ~I 庁用備品
2. 卜水処J1j{~ I 1虫519 I 1 2.3 2 8 I 7. 1 9 1 I 5.261 

会下水処理に要する経費を計上

ス貸 金| 0賃 金 1 51 

処理場内除草作業人夫質

1 1.沼 用 政I9.206 I o需用資 引206

消耗品質 1.270 

消耗器材質

燃料費 1 1 4 

光熱水資 5.075 

電気料 4.801 

水道料 274 

修緒料 1.186 

二階槽スカム撹枠ポンプ修理他

医薬材料費 1.561 

塩素他

a・ 11 2.役 務 費| o役務費 40 

手数料

1 3.委 託 料 I6.847 I 0委託 料 6.847 

汚泥運搬委託料 5.328 

汚水本管滑掃委託料 1.444 

道路復旧委託料 75 

1 5.工事請負費 I2.924 I 。工事請負費 2.924 

言集雪量槽汚水飛散防止 ' 152 

(款下水道費)
-7/(- -75-



( JJt) 下水治資

自 本年度

一千円

. 

一-骨十 50.4 29 

( ぷ~ ) 2 公

日

1元

1.公

ーーー 「

~ 
JG 

下内

3，358 

I 
一 一一
2.荊j 子- i 5，694 1 

品 l

一 一 一
l 宮十 l 9，052 
一一一

(款 ) 3. 予備費

(項 ) 予備資

日 本年度

平内

1

1予備費 200 

200 

本 年 度の財源内訳

前年度 比較 特 定 財 源
一般財源

園都支出金 地方債 その他

よF円 千円 千円 千円 千円 平内

31.939 1 8，4 9 0 。 。36，1 71 1 4，258 
-ーー_'---

本年 度の財源内訳

iil年度 特定財源 ! 
_.-一一斗 一般財源

平内 平門 平問

4，003 16 645 。 o 1 3，358 。

6，827 Iム1，133 。 。I 5，694 。

1 0，830 。 o i 9，052 。

一_.-A一生一旦ごとEー笠-E{色一
前年度 比較 特 定 財 源

一般財源
国都支出金 地方債 その他

平内 千円 千円 千円 平内 干円

1 00 100 。 。 。 200 

100 1 00 。 。 。 200 

-76-

一一

町

寸

匹

同

』ーーャ

亀

. 、

一一一ー 一一-一ーi ーーー - -一一 --一一 -- 一 一一ー一一一ーー-一

節

区 分 金額

千円

1 6.原 材 料 費 89 

1 8.備品購入費 262 

-・_-一，ー--ーーーー- L--------

節

2 3.償還金、利子|

及び割引料'

2 3.償還金 、刺子

及び割引料

額

子阿

一一'一一一一レ_-----

説

自家用水道設貯備工水事槽
及び附帯

o原材料費

砂利他

。備品購入費

汚泥引披ホース他

一

説

0償還金、刺子及び割引料

償還金刺子

一一一一一一一一一←
屯 、

一 一 一 一
節

区 分 金額
説

千円

食予備費を計上

0予備費

-----------
--------------

一「 一 一一一一一一一一一一ー一

ーア7'-

一

明

千円

2，7 72 

89 

262 

(款 下 水 道 費 )

明

千円

3，358 

5，694 

一一一_-司-・ーーーーー・ーーーー-ー・一一

(款公債費)

明

千円

一一一

一



年度9 4 昭和

144 

1-';'1 

~ 

2，11 7 ろ，849

山
川向

4
叫
川

。

与

千円

1 0，390 

1 0，390 

8，658 

1，732 I 
43&下内

料

日

給

給

平門

報酬

。
門

U

-
門

υ

人

。

寸卜 。

7 

/ 

市立総合病院事業会計予算書
672 

以ι

時間外勤務手当

手動通

885 円f.MJ 

ス151 期末勤勉手当233 「

252 

地)j1J.'lの前年度末Kなける現在高並びK前年度末及び

当該年度末VL ij~ける現在高の見込に関する調書

当該年度中増減見込額
当該年度

一器
一
脚
一
問

現在高見込額

干内

一79一

72，634 

-78-

前年度末m在品前々年度末王分[6. 

千円平内

3，358 。75，992 1 1 6，252 

当手居606 
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H仰 49年度目肝市首待合病院事者起き言汗 筑

(総 則 )

第 1 条 昭和 49年度日野市立総合病院事業会計の予算は、つ ぎK定めると ころKよる。

(業務の予定畳 )

外来

(4) 主 嬰 な 事 業

冷房機取付工事

暖房器具及びボイラ ー設置工事

医師住宅新築工事

器械及びイ商品購入

(収益的収入及び支出 )

第 5 条 収 括 的 収入及び文出の予定額は、つぎのとおりと定めるo

収 入

第 1款病院事業収益

第 1 ~ 医業 収 益

第 2項医業外収益

支

第 1款病院事業費用

第 1項医業 費用

第 2項医業外費用

第 3項予備費

(期間外収入及び支出)

第 3条の 2 期間外収入及び支出の予定額は、つぎのとおりと定めるo

収入

第 2 務の予定量は、つぎのとおりと する

(1 )病床数

(2) 年 間患 者数

入 院

外来

日) 一日平均患者数

入防

出

第 1款期間外収益

第 1項期間外収益

1 4 2床

4 4，1 6 5人

1 2 0，0 0 0 

1 2 1人

400 

呪13 0千円

1 0， 0 0 0 

1 2， 0 0 0 

3 4，9.9 7 

6 4 1， 7 3 7千円

529，291 

1 1 2， 4 4 6 

6 7 6， 3 7 6千円

6 5 0， 8 4 6 

2 5，0 3 0 

500 

200干円

2 0 0 



出

. . . . 
支

第 1款 期間外費用

第 1項期間外費用

(資本的収入及び支出)

第 4 条 資本的収入及び支出の予定額は、つぎのとおりと定めるo

(資本的収入額が資本的支出額K対して不足する額31.174千円は過年度分損益

200千円

200 

勘定留保資金 14， 5 2 2千円及び当年度分損益勘定留保資金 16， 6 5 2.千円で補

てんす るものとする。 )

収 入

第 1款 資本的収入 4 5，2 0 1千円

第 1項出資金 3，0 0 0 

400 

3引o0 0 

2，800 

第 2項都補 助 金

第 3項企業 依

第 4項 負 担 金

第 5項匿淀資産売却tt金

文 出

第 1款資本的支出

第 1項 建設改良費

第 2項 看謝帯・准看護婦貸付金

第 3項 企業債償還金

7 6，3 7 5千円

6 6， 8 2 7 

960 

8， 5 8 8 

(企業債 )

第 5 条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は.つぎのとおりと定め

る。

起債の目的 医療機械器具、冷暖房設備整備及び医師住宅建設資金κ充てるた

めD

限度額

起債の方法

利率

償還の方法

39，000千円

普通貸借又は証券発行

9%以内

起債のときから据置期間を含めて 30年以内K元利均等額または

元金均等の償還をする。ただし融通条件または企業財政の都合K

より償還年限を短縮し、若しくは繰上げ償還または低利K借り替

えすることがあるo

(一時借入金)

第 6 条一時借入金の限度額は、 12 0， 0 0 0千円と定める。

-82-

(議会の議決を経なければ流用することができない経費)

第 7 条 つぎに掲げる経費κついてはこれらの経費の金額を、これら以外の経費κ流用し、

又はとれら以外の経費をこれらの金額K流用する場合は議会の議決を経なければ

ならなL、3

(1 ) 職 員 の 給 与 費

(2) 交際費

4 2 0， 2 2 5千円

400 

(3) 食糧費

(他会計からの補助金)

第 8 条 支出負担区分及び収益的収支に対する補填のため、一般会計からこの会計への補

1 1 4 

助を受ける金額は 64，337千円である。

(たな卸資産の購入限度額)

第 ヲ 条 たな卸資産の購入限度額は 18 2，0 0 0千円と定める ，

昭和 49年 5月 12日提出

日野市長 森田 喜美男

zJ 
no 
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昭和 4 9 年度

市立総合病院事業会計予算

実施計画及び説明書

-85-



十

五

昭和 4 9年度 目野市立総合病院事業会計予算実施計画書

収益的収入及び支出

収入

款 項 目 節 予定額 備 考

1.病院事 千円 千円

業収益
641，737 

1.医業

収益
529，291 

1入院収益 284，952 

入院収益 284，952 6， 4 5 2円X4 4，1 6 5人

2.外来収益 230.7 60 

外来収益 230，7 60 1， 9 2 3円X1 2 0，0 0 0人

3.その他

医業収益
1 3，579 

室料差額収益 4，448 
一一一一一一一一一一一一ト
公衆衛生活動

2，880 
集団健康診断料 2，329 

収 益 予防接種 55 1 

医療相談収益
1.078 

個人健康診断料 443

育児相談料585

受託検査施設
2.239 3，7 3 2 X 0.6 

利伝染用病収患者益

1，000 
診療受託料

そ の 他
容器料、文書料他

医業 収 益
1，934 

2.医業外

収益

1.受取利息

及 び 375 

配当金

預 金利息 375 普通預金利息

2.他会計
30，127 

補助金

他会計補助金 30，127 一般会計補助金

3.都補助盃 4 ~，O U U 

都補助金 42，600 都補助金

4.負担金
34，210 

交付金

7
'
 

Qυ 



支出

款

1病院

業費

予定 額数' 項 目 街? 備 ヰAコL 

千円 千円

負担金交付金 34，21 0 0負担区分による一般会計負担金

企業債利息分他

5.患者 外
3，439 

給食収益

者 外豊、
職員食及び付添食

給 食収益
3，439 

6.その他医

業外収益
1，695 

不 用 品

売却収益

そ の 他 電話料 1，3 6 9 電気ガス料 88 

医業外収益
1，694 

滅菌業務受託料他2.3 7 

目

節 予定日，五02千3寸ml||一0一看護看一婦護五婦給一外来各一診一療三科及一び病乎棟何

叫 E 焔 給 | 看

医療技術員給 775 I 0医療技術員給検査技師等

十
事務員給 2.436 

五
労務員給 993 I 0労務員給給食作業員等

内
(報 酬 ) 80) 

委員報酬 80 病院運営委員会委員 8名

法定福利費 1ス266 共済組合負担金 1ス046

公務災害負担金 220

退 職給与資 2.000 
一 一

2.材料費 1 6ス034
門.

品 恐 1 41.378 技葉80.524湖楳45558外芹擦8，110

診 両 J百 1
試薬 5.715麻薬血液等 1，471

引81 1|X線フィム 3.577創セッ ト1.092衛生

材料878酸素、笑気ガス 744勘様、注項 目 節 予 定 額 備 三号

千円 千円

676，376 

1.医 業
650，846 

費 用

1給与費 420，225 

(給 料) (1 70，451) 

医 師 給 32，793 医 師 1 5名
， 

看 護婦給 64，123 看 護婦 7 0名

医療技術員給 22，2 58 医療技術員 1 8名

事務員給 22.2 83 事務員 1 9名

労務員給 28，994 労務員 2 6名

(手当等) (1 94，899) 

医 師 手 当 56.823 扶養手当 3282時間外手当 8，613

看護婦 手 当 71.1 93 調整手当 14，690宿日直手当 2.975

医療技術長手当 20.91 6 管理職手当呪850却拐報勉手当111，625

事務員手当 20，298 特殊致勝手当 33，334住居手当 6250

労務員 手 当 25，669 通勤手当 4，172児童手当 108

(賃 金 )

( 35，529) 、人入協科科、尿、器小外手児科hリJ | | 
医 師 給 23，302 1 0医師給 (外来 ) 皮ふ

耳鼻咽こう科、産婦

科医師

児科(当直) 産婦
小 医師

射針900殺菌パック 380現像液 386

脳波言議用紙他 1，854

給食 材料費 I 14，575 I患者食 44，165食

医療消耗備品 1，270I鮒子類 160府類 180尖万類 105

手術用ノミ類40カスト類106スタンド

式血圧計(2台)58無影灯(2台)60 

血圧計(4台)24処置台 25酸素流量

計 (3台)24聴心器 (6台)36 

防護前掛(4枚)1 8血球分類器30

湿潤器 (2台 )1 4椎脊関口器 20

虫垂炎セット他 370

3.経費I I 42，597 

報 償 資 I 2.2 52 I麻酔医 1， 652 特殊診療及び特殊検

査医等 600

賢

一費

通
一服

交
一被

賢

一員

旅
~職

1， 1461普通旅費 912 特別旅費 234

1，493 診察衣 219看'-ft立法 653予防衣 11 3 

手術衣及び手術用下着等 126看護

靴 184看護帽 15給食作業衣 34
" 

長草花40前掛他 109

消耗品 質 3，037 1カルテ用感圧器及び用iftt類 931トイレツ ト

ベーノヰ-455石段等洗剤 395文具類

41 6後光管、乾電池等少o;t，..茶 320

タオノレ、 ゴム印他 430i-L」 -i
no 

Q
U
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一一-
款 項 目 節 予定額

千円

消耗備品費 994 

光熱水費 6，599 

燃 料 費 4，573 

. . 食 樹 費 1 1 4 

印刷製本質 799 

修 絡 費 3，475 

保 険 料 408 

賃 借 料 2，621 

委 託 料 1 1，067 

-90-

備 考

千円

カPテ保管庫(1 0台)250ベットサイド

テーのレ(6台)72 ロッカー(8台)120 

机(2台) 1 0椅子(2脚)5プライ

ンド(5部屋 )1 00踏台 (5台) 1 5 

本立(少台)1 8 スタンド式物ほし(5 

台)1 3 カスコンロ(1 3台)26 電気ド

リノレ 15 暗幕 (2部屋 )他 350

電気料 2383水道料 2，936ガス代

1.280 

ポイラー用重油 3，850ガソリン288

プロパンガス 362 オイノレ 60白土了

油他 13 

会議賄費 56運営委員会時茶菓代 5

招へい医師食事代 48その他茶菓代5

レントグン袋 77伝票類 105医学雑誌

製本代 50薬袋 94P S版、版下フイノレ

i等 422決算報告書24封筒他 27

医療機械器具修理 1，820建物修繕

780ボ「イラ一、給水ポンプ修理 350

電気関係他修理 525

医師賠償責任保険 137自動車損害賠

償強制保険 118車輔共済 15自動車

損害賠償任意保険22建物共済 91

託児室火災保険25

寝具借上料 2，333ゼロックス借上料

1 80自動車借上料 36テレビ低と料72

清掃委託料 4，800検査委託料 1，282

白衣、公むつ等洗濯委託料 1，884胞囲

処置委託料 261エレベーター保守委託

料 432電話交換機保守委託料 360

フィルムパツテ測定委託料 106給食リ

フト保守委託料 130院内消毒委託料

500自家用電気工作物保守委託料

192 x線漏えレ線量測定委託料 90

ばい煙等測定委託料200自動火災通

報装置保守委託料 28自家発電装置保

守委託料 96 オープンシステム往診医委

託料20レセプト計算事務委託料360

自動火災報知機保守委託料 303金銭

十
..L. 
/、

外

、

~ 

-91ー

電話料 2，6-76切手、ハガキ42

南多摩医師会費68南多摩医師漣盟会費7

日本震師会費22東京都窓師差讃22日野

医会費36全国自治体病院協議会費50東

京都自治体手続開設者協議会費20東京

救急病院協議会費 12湖 、鮒蜘会費20

東京都病晃諜講師会費10日本看護協会費

10東京都雑性検査技師会費20南多

病院事務研究会費5慶対戴斡考院長会費30

日ヰ凍京母性保調室協会費10日野坊火管

理者研究会費5東京ボイラー協会費5八王



寸
寸
i
i
j
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3，194 
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s 
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十

六

内

期間外収入及び支出

収入

目|節

資本的収入及び支出

収入

-93-



i-款
| 項 ! 目 1

4負担金 I I 
1
1負担金

支出

考

冷房装置他

34，997 

34，997 I多軌道断層装置他

婦

護

金

護

着

駅

看

准

樽
960 

960 

960 1:看護婦 3名 准看護婦 2名

一 一 一一
8，588 

8，588 

8，588 

-94ー
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一一ー一-r-一一=ー

職員数 | 
区 分 卜一一一一一一「一一

特別 職 十 一 般職!報 酬 | 給 料 |
一 一 一

損 益 勘 定 | 医業費用 I 8 人| 148 人 1- 80 千円，- 1 70，4 51子パ
一員↑医業外 費 用 I 1 7 1 - I m4  ! ? | - 「 808 1J~~2 ~-r 55 1 2，567 

資本勘定三弁 職 員 I 1 -I -L_-__J 内 L~ . -1___-= I -ヨ一二 一!一一二一
合 計 |8 L竺-~I---8-0 L__1!~~~~_~ _~ u了一一--~ _1___ i_5~~~ ゴ一一 1 9 ス~~____J__~~~~4_~=-_I__ 1 7，~;~一一 グ2
前年度 1 8 

E二一 較l o L~6 i-- o i 42，09 

扶養手当 3，282千円 期末勤勉手当 1 1 2，4 3 3千円

調整 手 当 1 4，6 9 0 住居手当 6，2 5 0 

管理職手当 9，85 0 I1 児童手当 108 

特殊勤務手 当 3 3，3 3 4 11 退職給与金 2，000 

通勤手当 4，1 7 2 /1 時間外勤務手当 8， 6 1 3 

給

i
l
l
l
i
-
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総合病院事業会計給与費明細書昭和 4 9年度 日野市立

賃 金 手 当 言十

与
ぷ』
ロ 言十

一十一一-
向子，o

 
，。

つ4守ん
4
司

sz
420，225 千円35，529 平内 1 96，899 子同 402，959 千円

手 当等の 内訳

L l 宿日直手当 υ75  
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昭和 49年度 目野市立総合病院事業会計資金計画
昭和 48年度日野市立総合病院事業会計予定損益計算書 (前年度〉

区 分 前年度決算見込 当年度予定額 増減(ム印は減)

~ 入 資 金 7 5 2，9.1 7 千円 7 6 5，8 0 9 千円 12，892千円 (昭和 48年 4月 1日から昭和49年 5月 31日まで)
ーー

事 業 収 益 3 6 2，8 9 1 479，800 1 1 6， 9 0 9 十 平内 千円 千円

医業収益

前年度未収金 5 0，2 7 1 5 1， 0 0 0 7 2 9 
八 (1) 入 院 収 益 1 9 8，5 6 1 

， 

一 般 会 計 出 資金 。 3，000 3， 0 0 0・ 外 (2) 外 来 収 益 1 9 0， 8 8 1 

他会計 負担金 6仏 "i1) 2 7 6，8 1 0 1 6， O' 5 8 (3) その他医 業収益 1 3， 7 2 8 4 0 3，1 7 0 

他会 計 補助金 1 0矢159 3 0，1 2 7 ム 79，032
2. 医 業資用

東部共v.病院負担金 。 2，800 2，800 (1) 給 与 費 3 7 8， 7 0 6 

都 補 助 金 9 4 0 400 ぷ込 540 (2) 材 料 費 1 3ス65 1 

」八工二 業 債 10，000 39，000 29，000 
(3) 経 資 3 0， 7 5 7 

(4) 減価償却 費 1ス577

一 時 借 入 金 1 0 0，0 0 0 7 0; 0 0 0 ム 30， 0 0 0 (5) 資産減耗費 2 0 

時 間 外 収 益 4 4，1 5 2 200 ム 43，9 5 2 (6) 研究研修費 1， 1 4 5 565.856 

固定資産売却代金 5 0 ζ2込 4 9 
医 業 t員 失 16 2.6 86 

前年度繰越金 1 4， 7 0 2 1 2，6 7 1 6. 2，0 3 1 
3. 医 業 外収 益

支 払 資 金 7 40，246 7 6 3. 9 5 0 2 3.7 0 4 ( 1) 受取別息及び配当金 408 
-ー

事 業 費 用 4 1 1. 641 4 7 8.1 4 9 6 6， 5 0 8 (2) 他 会計負担金 6 0，7 5 2 

前年度未払金 2 1， 0 3 5 2 5， 0 0 0 3，96 5 
(3) 他会計補助金 1 0町15 9 

(4) 患者外給食材料費 3，259 

貯 蔵 品 129，189 1 5 4，2 2 6 2 5， 0 3 7 (5) その他医業外収益 ス054 1 8 0， 6 3 2 

建 設 改 良 費 4 0，5 2 3 6 6，8 2 7 2 6，3 0 4 当年 度総利益 1ス946

看護婦貸付金 。 960 960 
4. 医業外費用

企業債償還金 ス582 8.588 1， 0 0 6 
(1 )支 払 矛リ 息 1 1， 6 4 3 

一時借入 金返済 1 3 0，0 0 0 3 0， 0 0 0 ム 10 0，0 0 0 (2i 患者外給食材料費 2，867 

期 間 外 費 用 276 200 乙〉 7 6 (3) 准看護婦養成費 3，434 

差 ヲ! 1 2，6 7 1 1， 8 5 9 ム 10，8 1 2 
(4) 雑 損 失 2 1ス946

当年度純剥益 。

-98-
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昭和 48年度 日野市立総合病院 事業会計予定貸借刻照
(昭和 49年 3月 31日)

'一 一一一
資 産 の 部 負 債 の 部

固定資産 千円 F内 .r'l'l 4. 流動 負債 平内 TF1 

(1 ) 有形印定資産 ( 1) 時イIT 入金 3 O. 0 0 0 

イ) 土 地 5. 5 9 7 
r 

5. 5 9 7 {2l未 払 金 2 5.0 0 0 
/¥.. 

強 物 2 10.22 1 
内

(3l i)fJ iJt 金 700 

物減 価 償却引当金 31.810 1 7 8，4 1 1 (ぺ)日 D 金 1 0 

一一
村年 築 物

、，、
流動 負債合 肘 5 5. 7 1 0 2.655 

情築物滅価償却ヲ |当金 544 2， 1 1 1 負 位 ノ、 骨1 5 5. 7 1 0 

l* 械 備 品 1 1 2.0 7 3 

4 8， 6 0 5 6 3. 4 6 8 
n ~ の 部

一一一一
ホ) 1li 4需 1. 1ぺ5

JII柄減価償却引当金 866 ? 7 9 己役 本金 1 0 2. 7 7 5 
ー一一 一

イ]形臥l定資光合 J十 2 4引86 6 (2) 借入資本金

(2) 無形国定資産 イ) 」人ζ 業 依 1 4ス25 0 1 4ス25 0 

イ) 官 話 力日 入 権 1 0 1 1 0 1 資 本 金 ぷロ』 計 2 5 O. 0 2 5 

一一
無形固定資産合計 1 0 1 

(3) 投 資 6.潤j

イ) 投資有価証券 1 0 0 100 (1) 資 本剰余

一
投 資 よE3』 計 1 0 0 イ) 国 AI1 梢 IYJ 金 6.9 4 1 

固定資産合計 2 5 0， 0 6 7 ロ ) 者日 補 出j 金 ス88 1 

受贈財産 評価額 515 

2. 流動資 産 資 本 剰 余 金 合 計 t 5.3 3' 7 

(1 )現 金預金 1 2. 6 7 1 (2) 欠 損 金

(2) 未 収 金 5 1. 0 0 0 イ) 当年度未処 理 欠損金 。
(3) 貯 蔵 品 ス309 ロ ) 繰越欠損金年度末残高 。

流 動資産合 計 7 O. 9 8 0 当 年度純別益 。
一

欠 損 金 -g. 言十 。
一

3. 繰延勘定 東1 余 金 ぷロ』 言十 1 5， 3 3 7 

(1)前払費用 2 5 資 本 ムロ 言十 2.6 5，3 6 2 

繰延勘定合計 2 5 

資 産 ぷロ』 言十 t‘- 同 3 2 1， 0 7 2 債 資 本 ムロ 計 321， 072 
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昭和 49年度 日野市立総合病院 業

資 産 の 昔日

)
 

1
A
 

(
 

(2) 

(3) 

2. 

(2) 

(3) 

3. 繰

固 定 産

地 守
/
一

4
1

9
一
5

FL3

一
n
u

，

圃

電

広
J

一
司
〆
』

一A
斗

円
ノ』

資

有形固定資産

イ) 土

物

物
。一
5

，6

一P3

7
一
6

-

'
 

マ
ん
-
n，L

Z
U

一

ロ) 建

品

7

一1

円，

L

一7
f

7
f

一
J
O

.

，
 

一
JO

A
斗ベ

ae

建物滅価償却引当金

、‘，，，、
ノ 構

に
.u
一

民
d

JO

-

A斗

，。一
R
d

'
関

門

U
一

司

h

J
O

一

1， 1 7 1 

1 0 1 

100 

960 

千円

5，597 

2 0 4，2 9 1 

1， 9 2 8 

8 6， 0 0 6 

37 4 

101 

1060 

1， 8 5 9 

5 5， 0 0 0 

ス304

2 5 

平内 千円

2 9 8. 1 9 6 

1 0 1 

6 4. 1 6 3 

2 5 

36 3，5 4 5 
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築

構築物減価償却引当金

械 備器

器械備品減価償却引当金

ホ) 車 柄

車斬減価償却引当金

有形固定資産 合 計

無形固定資産

イ) 電 話 入 権力日

投

無形固定資産合計

資

資イ) 有投 価

ロ)

券

金
付貸ヨ市護看准婦護看

証

投 資

定

ム
ロ 計

国 資 産 メ与
口 計

動 資 産

現 人
~ 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

流 動 資 ぷ::..
p 言十産

延 勘

費 用

定

前 払

会計予定貸借対照表 (当該年度〉

(昭和 50年 5月 31日)

負 債 の 昔日

4. 流動 負債 平内 平内 千円

(1) 一時 借入金 7 O. 0 0 0 

(2) 未 払 金 25.000 

(3) 前 Jコ史Oι， 金 700 

(4) 預 D 金 1 0 

流動負債合計 9 5. 7 1 0 

負 債 メE23h 計
一一

9 5， 7 1 0 

資 本 の 音日

5. 資 本 金

( 1) 自 己資本金 1 0 5. 7 7 5 

(2) 借入 資本金

イ) 」ノよ¥ニ 業 債 1 7ス662 1 7ス662

資 本 メロh 言十 2 8 3. 4 3 7 

6.荊j 余 金

(1) 資本剰余金

イ ) 国 庫 補 助 金 6，9 4 1 

ロ) 者。 補 助 金 8.281 

受贈財産評価額 515 

負 担 金 2.800 

資本 剰余金合計 1 8，5 3 7 

(2) 欠 損 金

イ) 当年度未処理欠損金 。
ロ) 繰越欠損金年度末残高 。

当年度 純損失 3 4. 1 3 9 

欠 損 金 よロ』 言十 3 4， 1 3 9 

無1 余 金 ムロ 言十 ど~ 1 5，6 0 2 

資 本 メロ』 計 2 6ス835

負 債 . 資 本 ムロ 言十

十

九

外

-103ー



昭和 49年 度
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昭和 49年度日野市水道事業会計予算
( 4月-5月)

(総 員。.)

第 十条 昭和 49年度目野市水道事業会計の予算(4月--5月)は、次に定めるところK

よる。

(業務の予定量)

第 2 条業務の予定量は、次のとおりとするD

1.給水戸数

2. 年間総配水量(4.5月分)

3. 1日平均給水量

(収益的収入及び支出)

第 5 条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

2ス750戸

2. 0 2 6. 6 6 7 nl 

3 3.3 15m3 

第 1款水道事業収益

第 1項営業収益

第 2項営業外収益

支

第 T款水道事業費

第 1項 営 業 費 用

第 2項営業外費用

第 3項予備費

(資本的収入及び支出)

第 4 条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

(資本的収入額が、資本的支出額に対して不足する額.4呪776千円は、過年

度介損益勘定留保資金 46，3 3 4千円及ひ当年度分損益勘定留保資金 3.4 4 2千

円で補てんするものとする。)

収 入

60，695千円

60，443 

252 

出

8 2.2 1 5千円

63.604 

1 8.5 1 1 

1 0 0 

第 1款資本的収入

第 1項 負 担 金

支

第 1款資本的支出

第 1項建設改良費

第 2項償還金

(議会の議決を経なければ流用することのできない経費)

史020千円

虫020 

出

58.79 6千円

5 1， 1 8 7 

ス609
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第 5 条 次κ掲げる経費Vてついては、これらの経費の金額をこれらの経費の うち、他の経

費の金額κ若しくはこれら以外の経費の金額に流用 し又こ れら以外の経費を、と

れらの経費の金額K流用する場合は、議会の議決を経なければならなし、。

1 職員給与費 1 6，47 3干円

2. 法定福 利費 1，099 

3. 交際費 34 

(一時借入金)

第 6 条一時借入金の限度額は、 50，0 0 0千円と定めるo

(棚卸資産購入限度額)

第 7 条棚卸資産の購入限度額は、 43， 9 8 3千円と定める。

昭和 49年 3月 12日提出

日野市長 森田 喜美男
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昭和 4 9年度目野市水道事業会計予算(4月，.....__5月〉実施計画

収益的収入及び支出

収入

、.

款 項 目 節 金 r 額 説 明

(1)水道事
60，69千5円

子円

業収益 ' 同一
(1)営業収益 60，443 

(1)給水収益 40，848 

水道料金 40，848 既設分 736PT<2ス500#X2ク月
=40，480 

新設分 736円X250件X2ク月

=368 

(2)受 託

工事収益
1 6，504 

新設工事
1 6，334 

自然増 250件 12.650 

収 益 都営三沢隔領Ijメーター設置受託費

3，68 4 

修 繕 工 事 1 4件 1 1 4 
154 

量水器桝取替 ?件 2 4 

止水栓雀取替 7件 1 6 

改良工事 9件 1 6 
1 6 

(3)その他

営業収益
3，091 

手 数 料 746 材料検査手数料

設計手数料

工事検査手数料

既設検査手数料

料金特別
90 

生活保護世帯等水道料金減免

措置補填金 一般会計補損金

雑収入 2，255 都営三沢隔測メーター他 2，222 

2156261| | 配水本管き損損害金

3 3 

(2)営業外

収 益 ~ 

( 1)受取利息

(2)徴

預金利息 166 定期預金、普通預金受取利息

収
85 

受託料
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支出

ι斗 節___1_金一笠斗一 説 二 一 一男一一一

徴収| 刊 I~
I 85 I下水道料金徴収受託料

受託料 I --I . 

雑収入

節 金額 説 明款 項 目

(1)水道事 千円 千内

82，2 1 5 
業費

(1 )営業費用 63，604 

(1)原水及び
20，367 

浄水資

3，452 
|戸|一調2一整ー0一名手一一一当分一一他×ー一一2一ク一一月一一一一一ー一一一一一ーーー一一一ーヤ一一一ーーーーーーーーー

2，251 

法定福利費 253 長期、短期掛金他事務費等
一一 トー_.
被服費 1 6 作業衣等被服貸与規程による被服購

入費

備 消 品 費 55 各浄水場使用備消品購入資

i霊水費 6，466 1 9円X3 4 0， 3 0 0 rn3 

光 熱 水 費 1 3 各水源電灯料及びプロパン購入費

印刷製本費 23 浄水場ポンプ運転日誌等印刷代

委託料 565 電気工作物保安委託料

/1 保守管理委託料他
一一一一トー-一一一ー
修繕費 1.6.7 4 !第 ?、10、13、14水源電気配線修理

他

動力費 5.000 各浄水場及び水源動力費

薬品費 599 液体塩素購入費他

(2)配水及
6，868 

び給水費

給 料 1， 455 少名分X2ク月

手当等 441 調整手当他

I一法備定消福品一剤費費
150 長期、短期掛金他

ー一
63 記録紙等購入費

委託料 4，397 検精霊水器取替委託料

材料費 362 配水管、給水管修繕材料

(3)受 託

工事費
1 3.992 

給 料 1.1 2 1 6名分X2ク月

L_l 手当等 | 289 li調整手当外

-~ 1 2--

十

内

乎円 千円

法定福利費 1 1 6 長期、短期掛金他
ー.

工事請負費 3，621 都営三沢住宅隔測メーター設置工事

費

備消品費 69 工具類購入費

委託料 2，920 掘削委託料他

燃料費 5 機械工具使用燃料費

印刷製本費 1 1 ポラロイドフィルム外

修繕費 1 7 機械工具修繕費

路面復旧費 605 市道 ・都道給水管布設路面復旧費

材料費 5，218 新設、改造受託工事使用材料購入費

(4)総係費 引095

一給 来↓ 4，139 2 1名分X2ク月

手当等 1，301 調整手当他

賃法定福刑金費

105 臨時職員雇上賃金
ー一一

427 長期、短期掛金他

旅 費 72 管内、管外旅費

退職給与金

被服費 8 被服貸与税程による被服購入費

備消品費 241 i聖自務用文房具等購入費

燃料費 '-1元 一 動車用ガソリン代

光熱水費 33 事務所等ガス代

印刷製本質 354 納入通知書他印刷代

リド委通信運託搬料費
178 電話料及び郵送代

1.654 電算委託料

徴収 11 

検針 11 

口座振替 H

，瞥備 11 

手数料 12 電波検査料他

賃借料 55 水道管布設に伴 う借地料他

修繕費 167 自動車等修繕費

研修費 20 実務協議会等職員研修費

交際費 34 市長交際費

食 糧費 21 会議等賄費

会費負担金 50 日本水道協会及び関東地方支部会費

負担金

保険料 48 自動車強制保険 2 8 
/1 任意保険 1 2 

建物災害保険 8 
一 ー一一ー一一一一一一一ー」一一一一一一--一一一一ーーー一一一ーー
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項
r--

款 ゅ~_ ~ j. ~ t ~3.2:~ドV一一一旦二!
有形匿碇資産
減価償却費 I 1 3，280 

(6)資 産

減耗費
2 

国定資産

除却費

棚卸

I(地業 円耗 費 |18士
外費用

(1)支払利息| い I 
企 業債 利息 十 17，1571起債借入利息

償還金利息 I 1， 0581日本住宅公団支払利息

借入利息 I 291 I一時借入利息 一一

(2)雑支出 I 51 
一 一一 一一一一一一ー

ト一 一一l 一一 雑 ー支出 L-_2j自 動車重量税

(3}予備費I I I 

収 λ

一望:_j_~
(1 )資本的

収

(1)負担金

(1)予備費 I 1 00 

予備費 I 1 00 

資本的収入及び支出

目 | 節

(1漁担金

金額

平内

9，020 

矢口 20

説 明

千円

(1 )都営三沢配水本管布設工事負担金

負担金 引0201 7.000 

(2)都営三沢隔測メーター負担金

竺竺_J

-11 4一

外

|雑工事 ! ス534
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給 与 費 明 細 重主
Eヨ

(単位 千円)

職 貝 数 給 与 貸

区 分 法 定福利 費 ぷロ』 計

特別職 一般職 報 酬 給 料 -陣・! 賃 金 手当 等 計

口人 5 6人 一
損 益 勘定支弁 職員 。 1 0， 1 6 7 

予守
105 4，282 14，554 946 15，500 

資 本勘 定支 弁職員 。 7 。 1， 4 8 3 ' 
。 541 2，024 1 5 3 2， 1 7 7 

. 

メロ~ 言十 。 6 3 。 11， 650 105 4， 8 2 3 1 6，5 7 8 " 0 9 9 1ス677
トー

前 年 度 。 5 9 。 6 6， 2 8 7 380 69，251 1 3 5， 9 1 8 6.78 4 1 4 2，7 0 2 

比 較 。 4 、， • 。iム 54， 6 3 7 
‘ 

ム 27 5 ム 64.428 ム 11呪340 ム 5，6 8 5 ム 12 5. 0 2 5 
ト

ー

扶 養 手 当 402 通勤手 当 2 9 4 管理 職手当 462 

手当等 の 内訳 調整手当 1. 0 1 3 特殊勤務手 当 397 住 居 手 当 378 
.. 、

d 

期末動勉手当 。 時間外勤務手当 1. 8 6 5 児 童 手 当 12 
トー

， 

-1 1 6一 -11 7ー



昭和 4 9年度( 4 月 ~5 月〉日野市水道事業資金計画

(単位円)

区 分 前年度決算見込 当年度予定額 増 滅

戸Jえt 入 資 金 7 5 6.9 1 2.9 8 8 380，388，1 50 ム 376，524，8381

事 業 収 益 282，030，000 38，1 48，800 ム 243，88."2 0 01 
十一一一一一一一一一一一一一一一一一一

2 前年度未 収金 5ス151， 934 39，512.000 ム 1ス639，934

3. 一時借 入金 12，000，000 43，000，000 31，000，000 

ド
4. 前 受 金 38.606，000 1 6，334，000 ム 22，272，000

ト ー一 一一一一
5. 」八工二 業 依 1 1 3，0 0 0，0 0 0 22ス000.000 1 1 4，000，000 

ヤー
6. 出 資 金 1 5，000，000 。ム 15，00U，O 0 0 

ヤm
副.

7. 負 担 金 73，264，000 

司0 2 O， O 0 00日l11 〉1 65 48 3A2 417 524 ，， 日34日日0日日
ト._-一一一一一一一ー一一

8. 固定資産売却代金 1 5，300 

9. 前年度繰越金 1 65，845，7 54 ス373，3 5 0 I 6 1 58，4 72.4 0 4 

一一一一一五五 ~ 3Ii -r74引539，638 37矢683，970寸7J36q85M68

1. 事 業 費 35只655，310 63，16例。|ム 29 6，4 9 1， 3 5 0 

「句ーー
2 前年度未払金 120，057J汁 1 3，628μ~~~三二177

← 
3. 貯

句 -7
「一一一一一一一 日

蔵 ロ
ロロ

5. 預 b 保証金

4ス885，000

8，326，000 

「一一一一一一一一一?一一 一一ー一一一一十一一一ー
6. 期間外修正 1 3，320 

卜

7. 建 設改良費 1 72，3 35.7 4 1 

トー

8. 企業債償還金 36，354，000 

ト一一-
9. 借入金償還金 3，945，000 

差 ヲl ス373，350

-118-

43，621， 000 Iム 4，264，000

μ00，000 広印刷。
ーー。|ζ込 1 3，320 

2 4 6， 5 6 1， 7 5 0 74，226，009 

ム 2呪542，000

一一一一一一一一一ー一←一一一一四一一一一一一一ーーー一一一
ム 3，148.000 

704，180 ム 6，“町170

昭和 48年度 目野市水道事業予定損益計算書

(昭和 48年 4月 1日から昭和49年 3月31日まで)

( 単 位 円 )

営業収 益

外 (1 ) 給 水 収 益 264，08ス000

(2) 受託工事収益 72，345，000 

(3) その他営業収益. 1呪656，000 3 56，0 88，0 0 0 

2. 営業費用

(1) 原水及び浄水費 1 1 3，595，00 0 

(2) 配水及 び給水費 1 8，593，000 

(3) 受託工事費 79，348，000 

(4) 総 係 費 68，12ス568

(5) 減価償却費 65，511， 1 92 

(6) 資産減耗費 J 33ス460 345，5 1 2，22 0 

，届主、'. 
業 別 益 1 0，575，7 80 

3. 営業外収益

(1) 受 取 利 J息 5，900，000 

(2) 徴収受託料 512，000 

(3) 雑 収 入 261.000 6，673.000 

当年度総利益 1ス248.78 0 

4. 営業外費用

(1) 支 払 矛リ ，息 1 1 2.1 63，000 
、

(2) 雑 ， 支 、 出 4，280，000 1 1 6，4 4 3，0 0 0 

当年度純損失 9矢194，220 
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水道事業予定貸借対照表日野市昭和 4 8年度

円)(単位昭和 49年 5月 31日

昔日の債負

10ス905，804

10ス905，804

12.000，000 

13，628260 

2.433，867 

に
Jv
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y

守
/
一
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一
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5，366，848 

五固定負債

(1) その他固定負債

イ.長期借入

固定資 産合

4. 流 動 負 債

(1)一時借入 金

(2)未 払 金

イ.営 業 未 払

ロ.そ の他 未 払

(3) 前 受 金

イ.営 業 前

(4) その他流動負債

イ.預 b

ロ.預 b 保証

流動負債合

負 債 合

音日の産資

107，905，804 

2.433，867 
，ー

金

計

金

資

金
金
計
計
一

金

金

受

コ
ニ
巾
門

10ス812.482

2.625，841 

10ス601，970

10ス812，482
2.625β41 

11 3.0 48.6 9 9 

5.446.729 

1，775，505，332 

195，691，180 11，57司814，152

421，06ス869

85，620，426 335，44ス443

2.7 56，005 

nu

に
J

一

。，8
一

k
d

o
h

一

1.固定資 産

(1) 有形固定資産

イ.土地

口.立 木

ハ .建 物

物減価償却引 当 金

ニ .構 築物

構築物減価償却引当 金

ホ .機械及び装置

機械及び装置減価償却

引 当 金

へ.草 稿運搬

草稿運 搬 具 減価償却

引 当金

ト.工具器 具及び備 品

工具器具及び備品減価

償却引 当 金

テ .建 設仮勘 定

有形固定資産合計

(2) 投資

イ.その 他投

投資 合

固定資産合

2 流動資産

(1) 現 金預 金

イ.預

(2) 未収金

イ.営 業未収

ロ.営業外未収

(3) 貯蔵品

イ.原材

ロ. 量水

(4) 前 払費 用

イ.未経過

流動 資
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金
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失

計

計

計

一

計

一

価

担

合

立

立

州

知

損

合

合

合

一

評

金

理

改

純

金

合

本

一

住

金

金

金

注

金

産

負

余

金

積

積

処

釦

余

金

一

金

本

本

金

余

財

剰

余

未

損

度

剰

一

本

資

資

本

余

剰

一

贈

事

本

剰

債

益

ほ

敵

年

益

余

債

一

斉

己

、入

4
本

益

:

企

資

:

受

工

資

滅

別
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当

利
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資

負
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・

資

・

・

利

・

・

・

一

資

)

イ

剰

)

イ

ロ

)

イ

ロ

ハ

一

'H
，
ω

'

H

位

一

5

6

-

音日の本

192，962，311 192962，311 

1， 783，00232 1 

172，466，150 

50ス35ス105

1.610，53 ~，1L1 I}三10536.17'1

3，820，000 

46.789.689 
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債

言十

額

金

計

~ 
ロ

2，333，562，587 

2，333263，161 

29引426

60.0 00 

ス373，350

40261，447 

1，815，380 

29矢426

ス373，350

60，000 
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計
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資

固定 資産

(1 ) 有形固定資産

イ.土 地

ロ.立 木

ハ.建 物

建 物 減 価償却 引 当金

ニ .構 築 物

構築物滅価償却引当金

ホ.機械及び装置

機械及び装置減価償却

ヲl 当 金

へ .車 1璃 述 搬 具

車 軒 運搬 具滅 価 償却

ヲ| ~、ノゴ 金

ト.工具 器具及 び 備 品

工兵器具及び備品減価

償 却 ヲl 当 金

チ.建 設 仮 勘 定

有 形固定資産合計

(2) 投 資

イ.そ の 他 投 資

投 資 ムロ 言十

固定資産 合 計

2. 流動資産

(1) 現金 預 金

イ.預 金

(2) 未 収 金

イ.営 業 未 収 金

ロ.営業外未収 金

(3) 貯 蔵 品

イ.原 材 料

ロ.量 水 器

(4) 前払 費用

イ.未経過保険 料

流 動 資 産合計

資 産 ぷロ』

昭和 4 9年度 (4月---5月〉

産 の 音日

10ス812.482 10ス812.482 ‘外

2425，841， 2425β41 

158.048.699 

5.706.729 152.341.970 

1.868A6ス643

204.441，180 1，664，026，463 

5 1 4.9 70，869 

89，580.426 425.3 90，443 

丘805.900

2.739，895 4，066.005 

6.62史030

2.356.073 4272.957 

244，934ρ00 244，934.000 

2.605，470，161 

299，426 

29史426

， 2.605，7 69，58 7 

704，180 704，180 

6，876，647 

85β00 6，961，647 

146.317 

16ス063 313，380 

70.000 70β00 

8.04呪207

2.613，818，794 

IL.L.. 

日野市水道事業予定貸借対照表

昭和 49年 5月 31日 (単位円)

負

.13. 固 定 負 債

(1) その他国定負債

イ.長期借入 金

固定 資産 合 計

4. 流動負 債

(1)一時 借 入 金

(2) 未 払 金

イ.営 業 未 払 金

ロ.その他未払金

(3)前受金

イ.営 業 前 受金

(4) その他流動負債

イ.預 b 金

流動負債合計

負債合計

資

5 資 本 金

(1 )自 己資 本金

(2) 借入 資 本金

債

本

の 音E
， 

10ス108β0生110ス108β04

55，000，000 

473ヱ90

433.867 433，867 

話 会包旦ー 266，848 

の 音E

172，466.150 

喧刊 724，17111，830，724，171

10ス108β04，

56.174.005 

163;2.82β09 

イ.企 業債

資本金合 計

6. 剰 余 金

一一|一一一一 I2.003，19 

(1) 資 本 剰 余 金

イ.受贈財産評価額 1.719，356 

ロ.工事負担金 1 1巴三位2ヨ三

資 本剰余金合計 I I I 516.3 7ス105
I (2) 利益 剰 余金

ィ.滅 債積 立金 I I 3.820，000 
ロ.当年度未処理欠 損 金

繰越欠損金年度末残高川 52，441，441

当年度純 損失と 120.410.0Q_Q_1 2笠 51，441

利益剰余金合 計 I I I合一三主笠笠41

l 剰 余金合 配 l ! |-j!?¥ 資本 合 計 I I I ! 2A50~35，985 

負 債資本 合計 I I I I ~益竺主竺.794
一 一一一一一一一一 一一一一一→一一一ーで寸-zτ=ァ一 一一一--一一一一一一 一一一一 一・一一一一一一



昭和 49年 度

農業共済事業特別会計予算書

J 
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昭和49年度目野市農業共済事業特別会計予算

(総則)

第 1 条 昭和 49年度目野市の農業共済事業特別会計の予算は、次K定めるととろKよる

第 2 条業務予定量は、次のとおりとする。

(収益的収入及び文出)

支 出

(一時借入金)

第 4 条 一時借入金の限度額は、次のとおりと定める

農作物嫡一時借入金 200千円

蚕繭共済一時借入金 5 0 

家畜共済一時借入金

業務勘定一時借入金

(他会計からの補助金)

200 

500 

第 5 条 農業共済事業実施のため一般会計から補助を受ける金額は、 917千円であるo

昭和 49年 5月 12日提出

日野市長 森田 喜美男
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昭和 49年度

農業共済事業特別会計予算

実施計画及び説明書
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一一一「 一一 一一 -・M ー 一ー ←一 一 一一一ー-・・ 一ー=---...戸一一回・ー・・』・・ーー・・-・-. 

収益的収入 及び支出

農作物共済勘定

第 1款農作物共済事業収益 収 入
巳

項 目 節 予定額 説 明

1.事業収益 876千円 → 

骨
{ (引受収量X1 k~当 b 共済金額 ) x基準共済掛金率 ト 国庫負担金1.農作物共済掛金 482 

同 守

水稲共済掛金 4 2 7 
11 

陸稲共済掛金 4 5 
11 

麦 共 済 接} 金 1 0 
一 ト一一一一ーー

2.農作物保険金 385 国庫負担額十納入保険料

7..k 稲 保 険 金 337 
一 ー

陸 稲 保ー 険 金 3 9 
一一

麦 保 険 金 9 

5 農作物責任準備金戻入 ? 
ト ー 一一一

麦責任準備金戻入 9 昭和 49年産
--トー 一一一~ 、

2事業外収益 4 3 

業務勘定受入 4 3 e 

一 一 一 一ト--

業務勘定受入 4 3 
!i 

目p

一 ーー トー
計 9 1 9_l z 

第 1款農作物共済事業費用 支 出

項

1.事 業費 用

ーー--+-ーー目ーーー
自 節

予 9定19額千円

説 明

農作物保険料 3 4 総共済掛金一(国庫負担額十手持掛金)
1--ーー

水 者百 保 険 料 1 3 

陸 稲 保 険 料 1 9 

麦 保 険 料 2 j. 

2. 農作物共済金 877 引受収量X1 k)l当 b共済金額×基準共済掛金率
ト一一一一ー-

水 稲 共 済 金 810 

陸 稲 共 済 金 5 0 
、

麦 共 済 金 1 7 
ーート一一一一一一一一一ー

3. 農作物責任準備金繰入 8 

麦責 任準備金繰入 8 昭和 49年度 農家負担共済掛金一保険料
ー 一一 トー一一 一一言十 919 

」一 一ーーーー・』ー，ーーーーー-ーー，ー唱自 由ー--ーーーーー一._-ーーーー骨ー『ー~ー_'.-唱目・ーーーー』事一ー・

-132- --1 33-

ー
イ
」
斗
寸
i
一



繭共済勘定

1款 蚕繭共済事業収益 収

予定額 l項 目 節

事業収益 141千円

蚕繭共済掛金 4 

春蚕繭共済掛金

初秋蚕繭共済掛金

晩秋蚕繭共済掛 金 2 

2. 蚕 融. 保 険 金 135 
一一

春蚕繭保険 金 5 4 

初秋蚕繭保険金 2 7 

晩秋蚕 繭保険 金 5 4 
ー一一 一

3. 蚕繭受取無事もどし金
一一

、
蚕繭受取無事もどし金

-_ 
4. 番繭無事もどゆ世主住民入

蚕繭無事もどし積立金戻入

事 業 外収 益 1 5 
'ートー一一一一一一ー一一一一一一ー

業務勘定受 入 1 5 

業務勘定 受入 1 5 
-ーートーー一一ー・ーー

言十 1 5 6 

蚕:

第

2. 

支

瓦一一一 丁一一一節

保険料 |

春蚕繭保険料

初秋蚕繭保険料

晩秋蚕繭保険料

1 蚕繭

2. 蚕繭共済

-
S 

s
i
 

入

J. 

説 明
ー一

共済金額×農家負担率

{ 

L_jJ警家負担共済掛金+国庫負担共済掛金))ぐ 90%

一一

ミニ

昭和 46年~昭和 48年

トーーー

一

b 一一一一一「

出

説 明

(農家負担共済掛金)+ (国庫負担共済掛金)X 9 0 %一国庫負担掛金

ト

農家負担共済掛金+国庫負担共済掛金

昭和 46年~昭和 48年
一一一

一一一一
-1 35--



一一一 一 -一一 ーー 一一一一 一一 ー←ーーー-ーーーー・』一司r一ー・』ー』一一一ーー -・ーー-~~~

家畜共済勘定

第 1款家畜共済事業収益 収 入

ト一一
項 日 節 予 定額 説 、 台. ・ー ， ‘ 4仙 明

ー内

1. 事 業 収益 695 千円

ト一一一一一一ー
1 家畜共済掛金 189 一 保険料一国庫負担

乳牛共済掛 金 189 ド
免，

2.家 畜 保 険 金 506 円

乳牛死廃保 険金 200 共済金額X死廃部分掛金率
トー
乳牛病傷保険 金 306 共済金額X病傷給付限度率

一一ー
言十 6 9 5 一

第 1款 家畜共済事業費用 支 . 
も1・ 、 出

L 項 目 節 予定額 説 . - 明

1. 事業費用 695 千円

家 畜 保 険 料 1 8 9 
」一ーー
死 廃 病 傷 保 険 料 1 8 9 共済掛金と同額

ト一一一一一ー一一一
2. 家 畜 共 済 金 5 0 6 

死 廃 共 済 金 200 保険金と同額

病 傷 共 済 金| 3 0 6 保険金と同額
ト一一一ー一 ー一

計 6 9 5 

j， 

-1 36-- -i 37--



第 1款業務事業収益

項 目 節

1.事 業 収 益
ト一一
1.受取補助金

国都支出金

2賦 課 金|ト十事般会計務繰入金費

ト一一一一一一一一一一一←
2.事業外収益

賦 課 金

3，883千円

3，740 

2，823 
一
91 7 

143 

143 

26 

業 務

収入

ー一一一「
説 明

千円

|国 2.7 0 4 都 1.1 9 

引受面積X1 0アーノレ賦課金

l水稲 1 3，000防<50円 65

陸稲 900 X50 4 

麦 700 X50 3 

蚕繭 25箱X60

家畜共済盆額

2，0 4 0，0 0 0 X 1 % 20 

前年度戻入 50 

1.受取利息 I I 25 I 

2.雑収入

言十

ヲ工:金利子|三子ァ一一

雑

~ 

入

I3，909 
1 ?58 ---ー-ω，

d宇目，ーーーー，
，-----_.-一 ー 一一一一一一ーーーー_.Lーーーーーー一一ーー_._-一一ーーー一 一一 ・一一一一一一

. 

J 

一 与

f、

勘 定

第 1款業務事業費用

項 目

1.事業費用

1.支払賦課金

2.一般管理費

3.普及推進費

4.損害評価費

5.負担金

2.事業外費用

1.支払利息

2.事業暫定繰入

3.予備費

1.予備費

言十
恥一ー--一一一一一一一一寸一

支出

節 予定額 説 明

3.835 予何 千円

66 
支払事務費

66 蚕水稲繭 3102日三麦重2量l2_家畜01 1 
陸稲 2

賦 課 金

3.504 
一一

給 料 1.545 職員 1名

手 当 等 1.292 職員手当等

報 酬 68 運営協議会委員
←_. 
質ー 金 94 共済連絡員

法 定 福 利 費 154 
ー一

旅 費 201 運営協議価会委員 100
損害評会委員 78 職員 23 

一一
通 信 運 搬 費 25 郵便料

印 刷 製 本 費 55 決算書、納付書、各報告用紙等

備消品費 35 共済新聞、月刊紙、その他

会 議 費| 35 運営協議会、食糧費等

1 0 

事 業 奨 励金 10 養蚕酪農組合、 奨励費

225 

報 部H 123 評価会委員
一

会 議 費 40 損害評価、食糧費

賃 借 料 1 5 損害評価、 自動車借上料
時 一

賃 金 47 評価員

30 

関係機関負担金 30 

59 

借 入 金 刺 息

58 

農作物量共一ム済
.一

勘 定 操 43 

蚕鵡共演版繰入 1 5 

15 

ー~15 

ー・』・ー一一一 ← -・目ーー司-戸圃_-周回園田副司-ー'四割問-・
-15LE9!ー909 .-一-一一一一一一



済共(3) 麦

---1 41 -_ 

画

受戸数

受箱数

ワ ー箱当 b 共済金額

エ共 済 金 額

オ保 険 金 額
一一一一一一一一一 一L一一 一一

イ

ア

2. 蚕繭 共済

(1)春蚕繭共済



一f口 与 費 明 m問。か 書
( )書は対前年度比較増減

職 員 数 給 与 費

款 項 法定福別費 ρロh 言十

特別職 一般職 報 酬 給 料 手当等 言十

共済事業費用
， 

千円 千円 千円 千円 千円

事業費用 1 6 ( 0 )人 1 ( 0 )人
L 

1.545 1.292 2，905 154 3.059 68 千内

ぷι〉z、 言十 1 6 ( 0 ) 1 ( 0 ) 68 1，545 1.292 2，905 154 3，059 

前 年 度 1 6 1.352 983 2.526 134 2，660 。 1 91 

比 較 。 。 ム 123 1 93 309 379 20 399 

得、

調 整 手 当 125干門 住 居 手 当 3 6千円

手当等の 内 訳 通 動 手 当 1 0 3 期末勤勉 手当 1， 0 2 5 

時間外勤務手当 3 

-1 42-- -143-



昭和 49年度 目野市農業共済事業会計資金計画

区 分 前年度決算見込額 当年度予定額 増 減

FJZι L 入 資 3丹Z、 ス21ス000 円 6.76呪000 円 乙~ 448，000 円

受取補助金 4，026，000 3，740，000 ζ~ 286，000 

賦 課 金 263，000 1 43，000 ζと込 1 20，000 

戸Jι2，. 取 利 息 20，000 25，000 5，000 

雑 入 1，000 1，000 。
事業 勘 定借 1，51ス000 1，770，000 253，000 

トー一一

繰 越 現 金 1，390，000 1，090，000 ム 300，000 

支 払 資 金 6，127，000 5，979，000 乙と注 1 48，000 

支払賦課金 64，000 66，000 2，000 

一
一般管理費 3，903，000 3，504，000 乙と込 399，000 

ーー一一一一トー

普及推進費 1 0，000 1 0，000 。
一一一ーー←-

損害評価費 225，000 225，000 。
負 担 金 30，000 30，000 。

ー--1

支 払 利 J息 1，000 1，000 。
ー 。 。 。

300，000 300.000 B 未 払金

事業勘定繰入 62，000 58，000 ど~ 4，000 
国一

事業勘定貸 1.51 7， 000 1， 7 70，000 253，000 

予 備 費 1 5.000 1 5，000 。
差 ヲi 1，090，000 790.000 乙とh 300，000 

J
U

市
内

-1 44--

昭和 49年度 日野市農業共済事業予定貸借対照表〈当該年度〉

(昭 和 5 0年 5月 3 1日)

~ 

区 分
農 作 物 蚕 繭 家 畜

業務勘定 紙、
共済勘定 共済勘定 共済勘定

合

流動資 産 円 円 円 円| 円

(1) 現金 預 金 。 。 。 790，000 790，000 

流動資産合計 。 。 。 790，000 790，000 

資 産 合 計 。 。 。 790，000 790，000 

2. 流動負債

(1)未 払 金 。 。 。 300，000 300，000 

(2) 業務繰延残金 Q 。 。 50，000 50，000 

一
(3) 責 任 準 備 金 。 。 。 4，000 4，000 

流動負債合計 。 一心
日 1は555440目。 354，000 

'、 、

負 債 合 計 。 。 o 1354，000 354，000 

3. 資 本

(1)剰 余 金 。
什

。 436，000 436，000 

負債資本合計 。 。
! 

4 
言f

-， 

-145ー



昭和 48年度 日野市農業共済事業予定損益計算書 昭和 48.年度 日野市農業共済事業予定損益計算書
" 、"
、

(農作物共済勘定) ( 家 畜 共 済 勘 定 )

(昭和48年4月1日~昭和49年 3月31日) (昭和48年4月 1日~昭和49年3月31日)

1 事業収益

農作物共済掛金 369， 000円 円 円
1.事業収益ζ

家畜共済掛金 1、8史000円 " 円 円
農作物交付金 1. 0 0 0 k 

農作物保険金 217.000 
家畜保険金 、 506.0 0 0 6 9 5. 0 0 0 

農作物責任準備金戻入 5.00 0 592，000 
2. 事業費用

2. 事業外収益
家畜保険料 189，000 

業務勘定受入 4 4. 0 0 0 44.000 
家畜共済金 5 0 6， 0 0 0 6 9 5， 0 0 0 

一一一一

3. 事業費用
当年度純利 益 。

一一一
農作物保険料 2 4.0 0 0 

農作物共済金 6 0 3，0 0 0 昭和 48年度 日野市農業共済事業予定損益計算書
農作物責任準備金繰入 ヌ000 6 3 6. 0 0 0 

当年度 純利益
(業務勘定)

(昭和48年4月 1日~昭和4少年3月31日)

1. 事業 収益

昭和 48年度 日野市農業共済事業予定損益計算書
受取補助金 4， 0 2 6， 0 0 0円 円 円

賦課金 2 6 3.0 0 0 4.2 8 9， 0 0 0 

(蚕稿共済勘定) 2. 事業外収益

(昭和48年4月 1日~昭和49年5月31日)
受取刺息、 2 0， 0 0 0 

1 事業収益
雑収入 1， 0 0 0 2 1. 0 0 0 

蚕繭共済掛金 4.0 0 0円 円 円
3. 事業費用

蚕繭保険金 1 6 2.0 0 0 
支払賦課金 64，000 

蚕繭受取無事もどし:金 1. 0 0 0 
一般管理費 3. 9 0 3. 0 0 0 

蚕繭無事もどし積立金戻入 1， 0 0 0 1 6 8， 0 0 0 
普及推進費 1 O. 0 0 0 

2. 事業外収益
損益評価費 2 2 5.0 0 0 

業務勘定受入 18，000 1 8. 0 0 0 
負担金 3 O. 0 0 0 4.23 2.0 0 0 

3. 事業費用
4. 事 業 外 費 用

蚕繭保険料 4，000 
支払別息 1. 0 0 0 

蚕繭共済金 1 8 0.0 0 0 
事業勘定繰入 6 2.0 0 0 6 3.0 0 0 

蚕繭無事もどし金 2.000 1 8 6.0 0 0 
5. 予 備 費 1 5. 0 0 0 1 5. 0 0 0 

一 一

年度 純利益 。 当年度純利益 .0 

一一一
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昭和 48年度 日野市農業共済事業予定貸借対照表(前年度〉

(昭和 49年 3月 31日)

区 分
農作物 蚕 繭 家 畜

業務勘定 総
共済勘定 共済勘定 共済 勘定

ムo 

ー一一
流動資産 円 円 円 円 円

(1) 現金預金 。 。 。 1，090，000 '1，090，000 

流動資 産合計 。 。 。 1，090，000 1，090，000 

2 流動負 債

(1) 未 払 金 。 。 。 300，000 300.000 

ーー
(2) 業務繰延残金 。 。 。 50，000 50，000 

(3) 賢任諸島備金 。 。 。 4，000 4，000 

一一・ .ト 一一一一・ 句一
流動負債合計 。 。 。 354，000 354.000 

一ー
負債 合計 。 。 。 354，000 354.000 

ー-_.__.- ー
3. 資 本

一一 一ー
(1) 剰 余 金 。 。 。 736.000 736.000 

--一一
負債資本合計 。 。 。 1，090，000 1.090，000 
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